
 

 福知山市告示第１１４号 

 

 

 

地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第４０条の２第１項後段の規

定に基づき、令和４年１０月１日から令和５年３月３１日までの期間における

病院事業の業務状況を次のとおり公表します。 

 

 

  令和５年６月１日 

 

 

 

 

福知山市長  大 橋 一 夫     

 

 

 

 



1 事業の概況

2 経理の状況

（単位　円）

金 額 備 考

1 医 業 収 益 7,387,181,545  入院収益、外来収益、他会計負担金、その他医業収益

2 医 業 外 収 益 1,298,141,834  受取利息､他会計負担金､補助金､院内保育所収益、長期前受金戻入、その他医業外収益

3 看護学校収益 81,085,080  入学金収益､授業料収益､受験手数料収益、他会計負担金､その他看護学校収益

4 訪問看護収益 14,641,754  訪問看護収益、居宅介護支援収益

5 特 別 利 益 17,654,891  その他特別利益

8,798,705,104 

（単位　円）

金 額 備 考

1 医 業 費 用 8,273,969,650  給与費､材料費､経費､減価償却費、資産減耗費、研究研修費

2 医 業 外 費 用 786,023,678  支払利息､院内保育所費､長期前払消費税償却､雑支出

3 看護学校費用 56,175,134  給与費、経費、減価償却費、資産減耗費

4 訪問看護費用 22,439,619  給与費、経費

5 特 別 損 失 64,019,305  過年度損益修正損、その他特別損失

9,202,627,386 

令和４年度  下半期福知山市病院事業収支計算書

市立福知山市民病院本院の当期末の延べ患者数は、入院は 55,492人（一日平均 304.9人）

となり前年度同期に比し 912人（一日平均 5.0人）の減少、外来は 118,736人（新型コロナ

ウイルスワクチン接種者を除く）（一日平均 989.5人）となり、前年度同期に比し 376人

（一日平均3.1人）の減少となりました。

設備関係につきましては、手術室の重症系麻酔記録等管理システム、放射線科の一般撮影

画像読取システム、産婦人科の超音波診断装置をはじめとした医療機器等の整備・更新を進

めました。

収支につきましては、前年度同期に比し診療収入が6.9ポイントの増となりましたが、薬品

費等の材料費や修繕費等の経費が増加したことなどにより、当期は 410,879,156円の純損失

となりました。上半期分の純利益と合わせると年間では 438,248,039円の当年度純利益を計

上しました。

大江分院の当期末の延べ患者数は、入院は 8,094人（一日平均 44.5人）となり前年度同期

に比し 2,173人（一日平均 11.9人）の減少、外来は7,522人（新型コロナウイルスワクチン

接種者を除く）（一日平均 62.7人）となり前年度同期に比し 532人（一日平均4.4人）の増

加となりました。

収支につきましては、前年同期に比し外来収益は増加したものの、病床数の減少等により

入院収益は減少し、入院外来合計では2.3ポイントの減少となりましたが、給与費や経費など

支出が減少したため、当期は 6,956,874円の純利益となりました。上半期分の純利益と合わ

せると年間では58,165,669円の純利益を計上しました。

福 知 山 市 病 院 事 業 業 務 状 況 報 告 書

（令和４年１０月１日～令和５年３月３１日）

　この結果、病院事業全体では 496,413,708円の当年度純利益を計上しました。
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（内　訳）　本院分

（単位　円）

金 額 備 考

1 医 業 収 益 7,115,252,709  入院収益、外来収益、他会計負担金、その他医業収益

2 医 業 外 収 益 1,202,895,104  受取利息､他会計負担金､補助金､院内保育所収益、長期前受金戻入、その他医業外収益

3 看護学校収益 81,085,080  入学金収益､授業料収益､受験手数料収益、他会計負担金､その他看護学校収益

4 特 別 利 益 12,157,240  その他特別利益

8,411,390,133 

（単位　円）

金 額 備 考

1 医 業 費 用 7,931,572,973  給与費､材料費､経費､減価償却費、資産減耗費、研究研修費

2 医 業 外 費 用 771,474,429  支払利息､院内保育所費､長期前払消費税償却､雑支出

3 看護学校費用 56,175,134  給与費、経費、減価償却費、資産減耗費

4 特 別 損 失 63,046,753  過年度損益修正損、その他特別損失

8,822,269,289 

（内　訳）　大江分院分

（単位　円）

金 額 備 考

1 医 業 収 益 271,928,836  入院収益、外来収益、その他医業収益

2 医 業 外 収 益 95,246,730  受取利息、他会計負担金､補助金､長期前受金戻入、その他医業外収益

3 訪問看護収益 14,641,754  訪問看護収益、居宅介護支援収益

4 特 別 利 益 5,497,651  その他特別利益

387,314,971 

（単位　円）

金 額 備 考

1 医 業 費 用 342,396,677  給与費､材料費､経費､減価償却費、資産減耗費、研究研修費

2 医 業 外 費 用 14,549,249  支払利息､長期前払消費税償却､雑支出

3 訪問看護費用 22,439,619  給与費、経費

4 特 別 損 失 972,552  過年度損益修正損

380,358,097 合 計
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令和4年度  下半期福知山市病院事業貸借対照表

（単位　円）

金 額 金 額

1 有 形 固 定 資 産 14,877,431,063 1 企業債(固定負債） 6,890,901,664 

2 投資その他の資産 302,307,336 2 引 当 金 （ 〃 ） 1,181,960,831 

3 現 金 預 金 7,666,318,041 3 企業債(流動負債） 930,264,675 

4 未 収 金 2,655,771,026 4 未 払 金 1,391,358,060 

5 貯 蔵 品 40,996,934 5 未 払 費 用 3,813,700 

6 前 払 費 用 1,057,540 6 預 り 金 58,262,412 

7 その他流動資産 310,000 7 引当金(流動負債) 367,457,000 

8 貸倒引当金(△) 3,623,254 8 長 期 前 受 金 1,430,149,504 

9 自 己 資 本 金 5,090,323,092 

10 資 本 剰 余 金 7,380,195,999 

11 利 益 剰 余 金 1,219,804,031 

12 当期純利益(損失) △ 403,922,282 

25,540,568,686 25,540,568,686 

（減価償却累計額　14,022,962,583 円） （長期前受金収益化累計額　4,841,813,050 円）

（内訳）本院分 （単位　円）

金 額 金 額

1 有 形 固 定 資 産 14,171,776,766 1 企業債(固定負債） 6,553,047,922 

2 投資その他の資産 280,630,279 2 引 当 金 （ 〃 ） 1,119,179,572 

3 現 金 預 金 7,356,535,061 3 企業債(流動負債） 897,001,572 

4 未 収 金 2,531,589,934 4 未 払 金 1,364,238,631 

5 貯 蔵 品 40,996,934 5 未 払 費 用 3,036,586 

6 前 払 費 用 1,041,700 6 預 り 金 58,125,932 

7 その他流動資産 310,000 7 引当金(流動負債) 343,448,000 

8 貸倒引当金(△) 3,623,254 8 長 期 前 受 金 1,183,152,957 

9 自 己 資 本 金 5,090,323,092 

10 資 本 剰 余 金 7,278,156,635 

11 利 益 剰 余 金 900,425,677 

12 当期純利益(損失) △ 410,879,156 

24,379,257,420 24,379,257,420 

（減価償却累計額　13,381,200,163 円） （長期前受金収益化累計額　4,202,398,855 円）

合計 合計

借方科目 貸方科目

合計 合計

借方科目 貸方科目



（内訳）大江分院分 （単位　円）

金 額 金 額

1 有 形 固 定 資 産 705,654,297 1 企業債(固定負債） 337,853,742 

2 投資その他の資産 21,677,057 2 引 当 金 （ 〃 ） 62,781,259 

3 現 金 預 金 309,782,980 3 企業債(流動負債） 33,263,103 

4 未 収 金 124,181,092 4 未 払 金 27,119,429 

5 前 払 費 用 15,840 5 未 払 費 用 777,114 

6 預 り 金 136,480 

7 引当金(流動負債) 24,009,000 

8 長 期 前 受 金 246,996,547 

9 自 己 資 本 金 0 

10 資 本 剰 余 金 102,039,364 

11 利 益 剰 余 金 319,378,354 

12 当期純利益(損失) 6,956,874 

1,161,311,266 1,161,311,266 

（減価償却累計額　641,762,420 円） （長期前受金収益化累計額　639,414,195 円）

借方科目 貸方科目

合計 合計



3 企  業  債

（本院分） （単位　円）

前期繰越高 当期増加高 当期減少高 当期末残高

政府企業債 平７年度 1,911,037 0 260,375 1,650,662 

〃 〃10 〃 262,170,341 0 18,927,387 243,242,954 

機構企業債 〃14 〃 355,302,923 0 19,834,483 335,468,440 

〃 〃15 〃 240,573,016 0 11,613,261 228,959,755 

〃 〃16 〃 258,438,374 0 11,063,848 247,374,526 

〃 〃 175,785,591 0 7,525,450 168,260,141 

政府企業債 〃 1,492,974,150 0 50,239,249 1,442,734,901 

機構企業債 〃17 〃 1,079,400,074 0 41,973,379 1,037,426,695 

〃 1,788,912,006 0 57,264,397 1,731,647,609 

機構企業債 〃18 〃 206,980,919 0 7,283,217 199,697,702 

政府企業債 〃 137,084,482 0 4,068,410 133,016,072 

〃 〃29 〃 5,751,006 0 5,751,006 0 

〃 〃 98,400,000 0 0 98,400,000 

〃 〃30 〃 162,000,000 0 0 162,000,000 

〃 〃 245,468,179 0 81,818,635 163,649,544 

〃 令元 〃 241,253,619 0 48,249,759 193,003,860 

〃 〃2 〃 180,163,851 0 25,736,535 154,427,316 

銀行等企業債 〃 17,245,849 0 2,456,532 14,789,317 

機構企業債 〃3 〃 389,700,000 0 0 389,700,000 

銀行等企業債 〃 64,000,000 0 0 64,000,000 

政府企業債 〃4 〃 0 440,600,000 0 440,600,000 

7,403,515,417 440,600,000 394,065,923 7,450,049,494 

（大江分院分） （単位　円）

前期繰越高 当期増加高 当期減少高 当期末残高

政府企業債 平11年度 46,905,308 0 2,913,935 43,991,373 

機構企業債 〃15 〃 1,958,153 0 94,527 1,863,626 

〃 〃16 〃 24,418,969 0 1,045,386 23,373,583 

〃 〃26 〃 15,357,709 0 1,006,049 14,351,660 

〃 〃 142,411,014 0 8,343,660 134,067,354 

政府企業債 〃27 〃 156,613,679 0 3,144,430 153,469,249 

387,664,832 0 16,547,987 371,116,845 

7,791,180,249 440,600,000 410,613,910 7,821,166,339 

大江分院分　小計

合計

区分

本院分　小計

区分



 

4 令和５年度 予算概要及び経営方針 

 

  令和５年度福知山市病院事業会計の予算総額は１９，８６６，５００千円で、対前年

度比 １４．２％の増加となりました。収益的支出の内訳は、給与費 ４０．６％、材料

費２８．６％、経費 ２０．６％、減価償却費 ４．９％、その他 ５．３％となっており

ます。資本的支出の内訳は、建設改良費 ７１．１％、企業債償還金 ２８．９％で、建

設改良費の内容は医療機器等の購入費、新棟建設工事に係る基本・実施設計業務等とな

っております。 

  市民病院は、地域の中核病院として、先進的な医療ニーズに対応できるよう、引き続き医

療スタッフの確保と医療機能の充実に努めます。大江分院は、訪問診療や訪問看護等の在宅

医療を引き続き推進し、地域に密着した医療の提供に努めます。また、市民病院と連携しな

がら総合診療専門医の育成施設として魅力ある病院づくりを進めるとともに、安定経営を目

指します。 


